
サブライムグループは SDGs に
取り組んでおります。

私たち SUBLIME HOME 株式会社は、2015 年に国連において採択された「持続可能な 2030
年までの開発目標 (SDGs）」を国際社会の重要な目標と捉え、気丈の経済的価値の追求と社会
的課題の解決を両立差せることにより、持続可能な未来を想像して参ります。

経営ビジョンである
「卓越性を追求し、崇高なる家づくりを。Better leave it a specialist!」に基づき、
目標とする社会的課題の解決に向け、社内一丸となり取り組んで参ります。

SUBLIME HOME株式会社 代表取締役　南井 崇作

地 球 環 境
・環境配慮型住宅の設計・施工
・国産木材の使用強化
・エネルギーの使用料削減
・紙の使用量削減

地 域 経 済
・地域の管理困難値の利活用
・古民家・空家のリノベーション
・医療介護福祉施設の
  トータルサポート

人 権
・女性の雇用率向上
・男性の育児休業取得率向上
・ハラスメントの禁止
・施工現場での事故防止

サブライムグループの SDGs 宣言



重要課題に対する目標項目・目標値の設定 2021 年 11月 2日 SDGs 宣言

「住み続けられるまちづくり」

自然やエコロジカルなパッシブデザインを取り入れた住環境づくり

コミュニティと I oT と活用した防犯や災害対策

互いにゆるやかにつながる事で生まれる安心感

“この街に住んで良かった” と思えるまちづくりを。

重要課題 1
自然と共存するまちづくり強化

「HOLIDAY ＴＯＷＮ」

自然と共存する
まちづくり強化

福祉施設の継続的な
取り組み強化

環境配慮型住宅の
設計・施工

クリニック・介護施設
幼児保育施設の設計・施工

左記施設の施工件数
年間：5件以上

遊休土地及び管理困難地
（空き家含む）の PJ件数

年間：50件以上

成功事例・失敗事例の
事例集制作・共有

事業所における電気使用量削減
前年比：1.0％以上削減

紙の使用量
前年比：1.0％以上削減

住宅全体におけるSSS
（同等の省エネルギー水準含）の施工割合
2021年度：10％
2022年度：20％
2023年度：30％

2024年度：40％
2025年度：50％

旧誘致・荒廃地の宅地開発
古民家・空き地の
リノベーション

営業同行制度導入
ベストプラクティスの共有

エネルギー使用量の削減
紙の使用量の削減

社会的ニーズに対応した
プロジェクト

（開発・リノベーション）

ノウハウの共有化
（知的資本の組織共有）

事業全体を通じての
環境不可の低減


